
報告事項コ

教材開発事業に係る第Ⅰ期ドリルの完成について

教材開発事業に係る第Ⅰ期ドリルの完成について、別紙のとおり報告します。

平成２２年４月２２日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



県教育センター

教材開発事業に係る第Ⅰ期ドリルの完成について

１ 教材開発の趣旨

県内小中学生（特別支援学校を含む）の国語、算数・数学における基礎的基本的な知

識や技能の定着と学習習慣の確立をめざし、本県独自の教材開発を行う。

２ 教材作成の経過及び今後の予定

平成２１年度 ・協力校の確定、検討委員・教材作成委員の確定（４月）

・第１回教材開発検討委員会（４月）

→国語ドリル（言語事項中心）、算数ドリル（計算領域中心）作

成を確認

・第２回教材開発検討委員会（６月）

・協力校での試行実施及びアンケート実施（７月）

・第３回教材開発検討委員会（９月）

・協力校での試行実施及びアンケート実施（１２月）

・第４回教材開発検討委員会（１月）

・小１～中３のうち、小１～小４の第Ⅰ期ドリルが完成（３月）

平成２２年度 ・協 力 校：小１～小４に第Ⅰ期ドリルを配布

・協力校以外：第Ⅰ期分を教育センターホームページに公開

・教材開発検討委員会等で効果的な活用法を検討

・国・算（数）ともに第Ⅱ期分（小５～中３）を作成

平成２３年度 ・協 力 校：小１に第Ⅰ期ドリルを、小５～中３に第Ⅱ期ドリル

を配布

・協力校以外：第Ⅱ期分を教育センターホームページに公開

・小１～中３までのドリルの内容の加筆修正・訂正を蓄積

（平成２４年度以降に反映）

３ 教材の特徴

①小１～中３までの段階を２期に分け、分冊

＊学年の進行に即して見通しが持てるよう、第Ⅰ期（小１～小４）と第Ⅱ期（小５

～中３）に分けた分冊とする。

＊児童・生徒の興味関心や自らの学習進度に合わせて学習に取り組み、個々の学習

習慣の確立に役立てる。

②基本から発展へ教科書の学年にとらわれない内容

＊基本は該当学年の内容を中心としながらも、上位学年の内容も発展として盛り込

む。

③児童・生徒の実態を踏まえながら、鳥取県らしさを加味した教材

＊鳥取県の風土や文化に親しみを持ち、郷土とのつながりが身近に感じられる内容

を加味する。

④問題編に対応した解答編

＊児童・生徒が自分で解答の確認ができる解答編を作成する。
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